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検
診
受
診
勧
奨
予
算
な
ど
を
可
決

乳

が

ん
・

子
宮
頸
が
ん

総
合
計
画

案
を
否
決

基
本
構
想
・

基
本
計
画

　
５
月
13
日
か
ら
６
月
６
日
ま
で
の
会
期

で
５
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。本
定
例
会

で
は
、乳
が
ん・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無
料

受
診
ク
ー
ポ
ン
券
の
送
付
や
受
診
勧
奨
な

ど
を
行
う
経
費
等
を
計
上
し
た
平
成
26
年

（
２
０
１
４
年
）
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案

No.２78 5月定例会号

や
、
重
度
の
障
が
い
に
準
ず
る
状
態
に
あ

る
乳
幼
児
に
対
し
、
訪
問
看
護
に
係
る
医

療
費
の
助
成
を
行
う
、
身
体
障
害
者
及
び

知
的
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
改
正
案
な

ど
24
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
定
例
会
か
ら
継
続
審
査
し
て

い
た
総
合
計
画
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

中
間
見
直
し
案
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら
の

原
案
の
一
部
修
正
申
し
出
は
承
認
し
ま
し
た

が
、
同
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

同
案
を
除
く
他
の
議
案
は
、
す
べ
て
可

決
し
ま
し
た
。

５月定例会の概要� １～３

各会派の代表質問・質問（個人質問）� ４～９

政府等へ意見書� 10

常任委員会の審査から� 10 ～ 12

特別委員会の報告から� 12 ～ 14

議決結果� 14 ～ 15

要望・陳情、議会日誌� 16

主
な
掲
載
内
容

市から建設用地等の出資が決まり、平成30年（2018 年）度開院を目指し建設が行われる予定の
新市民病院の移転用地（吹田操車場跡地内）

新市民病院移転用地 ＪＲ岸辺駅

緑の遊歩道
（全長約3km）

国立循環器病研究センター
移転用地

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情
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予

算

１　
一
般
会
計

　

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）
度
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
４
億
７
８
６
５
万
円
を

増
額
補
正
し
、
総
額
が
１
１
２
８
億
６
４

１
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
正
規
職
員

の
来
年
度
の
採
用
予
定
者
の
う
ち
、
一
般

職
43
名
を
本
年
10
月
か
ら
前
倒
し
採
用
す

る
こ
と
に
伴
い
、
一
般
会
計
で
負
担
す
る

41
名
分
の
人
件
費
に
９
０
２
０
万
円
、
前

倒
し
採
用
に
係
る
職
務
経
験
等
を
考
慮
し

た
本
市
独
自
の
採
用
試
験
実
施
経
費
に
８

１
２
万
円
、
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
お
い

て
受
診
勧
奨
は
が
き
や
無
料
受
診
ク
ー
ポ

ン
券
等
を
対
象
者
に
送
付
す
る
経
費
に
５

２
１
万
円
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能

強
化
を
図
る
た
め
の
相
談
員
等
の
研
修
参

加
経
費
や
、
主
に
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
る
た
め
の

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
購
入
な
ど
に

２
１
７
万
円
、
山
田
・
千
里
丘
地
域
に
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
整
備
し
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
運
営
し
よ

う
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
施
設

整
備
等
補
助
に
１
億
３
７
４
０
万
円
、
既

存
の
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

お
い
て
、
台
所
及
び
浴
室
等
の
改
修
を
行

う
事
業
者
に
対
す
る
補
助
に
88
万
円
、
身

体
障
害
者
手
帳
等
が
取
得
で
き
な
い
４
歳

未
満
の
乳
幼
児
を
重
度
障
が
い
者
訪
問
看

護
利
用
料
助
成
の
対
象
と
す
る
制
度
拡
充

実
施
経
費
に
14
万
円
、
現
行
の
障
が
い
者

福
祉
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
来

年
度
末
に
終
了
す
る
こ
と
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
再
構
築
経
費
の
う
ち
、
本
年
度
に
必
要

と
な
る
委
託
料
等
に
２
２
９
４
万
円
、
本

年
度
開
設
予
定
の
病
児
・
病
後
児
保
育
室

へ
の
普
及
定
着
促
進
費
補
助
金
の
増
額
な

ど
に
２
０
０
万
円
、
わ
か
た
け
園
を
こ
ど

も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
と
一
体
化
し
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
総
合

的
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
整
備
す
る
た

め
の
、
本
年
度
に
お
け
る
工
事
監
理
委
託

料
に
３
２
８
万
円
、
生
活
保
護
脱
却
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
就
労
自
立
給
付
金
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
扶
助
費
の
増
額
及
び
生
活
保
護

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
に
９
７
６
万
円
、
出

生
児
の
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
発
症
を
防

止
す
る
た
め
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
及

び
そ
の
配
偶
者
等
の
う
ち
、
抗
体
検
査
の

結
果
、
予
防
接
種
が
必
要
な
方
に
対
す
る

予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
に
２
１
１
万

円
、
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
度
か
ら

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
度
ま
で
の
間

に
無
料
受
診
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
の
送
付
を

受
け
た
も
の
の
未
受
診
の
方
や
、
新
た
に

受
診
対
象
と
な
る
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
で

は
20
歳
、
乳
が
ん
検
診
で
は
40
歳
の
女
性

を
対
象
に
、
無
料
受
診
ク
ー
ポ
ン
券
等
を

送
付
し
、
受
診
勧
奨
等
を
行
う
に
あ
た
り

必
要
と
な
る
検
診
委
託
料
等
に
２
６
４
３

万
円
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

支
給
事
業
に
つ
い
て
、
国
の
制
度
改
正
に

よ
る
補
助
金
単
価
改
定
に
伴
い
、
一
部
の

所
得
階
層
に
対
し
補
助
金
を
増
額
す
る
経

費
に
２
億
６
０
６
万
円
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
減
額
補
正
の
内
容
は
、
本
年
３

月
定
例
会
の
結
果
を
踏
ま
え
た
、
公
立
保

育
所
民
営
化
に
係
る
経
費
で
２
６
４
万

円
、
児
童
会
館
で
の
一
時
預
か
り
事
業
に

係
る
経
費
で
31
万
円
、
市
単
独
事
業
で
あ

る
私
立
幼
稚
園
保
護
者
補
助
金
支
給
事
業

に
お
い
て
、
国
の
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励

費
補
助
金
支
給
事
業
で
増
額
と
な
る
世
帯

へ
の
補
助
の
廃
止
で
３
５
１
３
万
円
で
す
。

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

会
派
の
構
成
（
４
月
17
日
現
在
）

�

※
会
派
内
の
順
序
は
議
席
番
号
順

日
本
共
産
党
（
８
人
）

　
　
村む

ら

口ぐ
ち　

　
始は

じ
め　

　
竹た

け

村む
ら　
博ひ

ろ

之ゆ
き

　
　
倉く

ら

沢さ
わ　

　
恵さ

と
し　

　
塩し

お

見み

み
ゆ
き

　
　
柿か

き

原は
ら　
真ま

生き　
　
玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

　
　
上う

え

垣が
き　
優ゆ

う

子こ　
　
山や

ま

根ね　
建た

け

人と

公　
明　
党
（
７
人
）

　
　
矢や

野の

伸し
ん

一い
ち

郎ろ
う　

　
井い

の

上う
え

真ま

佐さ

美み

　
　
野の

田だ　
泰や

す

弘ひ
ろ　

　
吉よ

し

瀬せ　
武た

け

司し

　
　
小こ

北き
た　
一か

ず

美み　
　
坂さ

か

口ぐ
ち　
妙た

え

子こ

　
　
島し

ま　
　
　
晃あ

き
ら

自
由
民
主
党
絆
の
会
（
５
人
）

　
　
柿か

き

花は
な　
道み

ち

明あ
き　

　
橋は

し

本も
と　

　
浩ひ

ろ
し

　
　
藤ふ

じ

木き　
栄え

い

亮す
け　
　
奥お

く

谷た
に　
正ま

さ

実み

　
　
豊と

よ

田だ　
　
稔み

の
る　

吹
田
翔
の
会
（
４
人
）

　
　
澤さ

わ

田だ　
雅ま

さ

之ゆ
き　

　
川か

わ

本も
と　

　
均ひ

と
し

　
　
木き

村む
ら　

　
裕ゆ

た
か　

　
山や

ま

本も
と　

　
力つ

と
む

吹
田
新
選
会
（
3
人
）

　
　
足あ

立だ
ち　

将の
ぶ

一か
つ　

　
山や

ま

口ぐ
ち　

克か
つ

也や

　
　
後ご

藤と
う　

恭き
ょ
う

平へ
い

民
主
市
民
連
合
（
２
人
）

　
　
竹た

け

内う
ち　
忍じ

ん

一い
ち　

　
和わ

田だ　
　
学ま

な
ぶ

す
い
た
市
民
自
治
（
２
人
）

　
　
池い

け

渕ぶ
ち

佐さ

知ち

子こ　
　
西に

し

川か
わ　

厳た
け

穂お

吹
田
い
き
い
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
１
人
）

　
　
中な

か

本も
と

美み

智ち

子こ

み
ん
な
の
党
吹
田
（
1
人
）

　
　
榎え

の
き内う
ち　

　
智さ

と
し

す
い
た
市
民
ク
ラ
ブ
（
1
人
）

　
　
梶か

じ

川か
わ　

文ふ
み

代よ

無
所
属
ク
ラ
ブ
（
1
人
）

　
　
生い

く

野の　
秀ひ

で

昭あ
き
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２　
特
別
会
計
・
事
業
会
計

　
国
民
健
康
保
険
会
計
で
は
、
前
年
度
の

赤
字
を
処
理
す
る
た
め
、
28
億
９
４
３
９

万
円
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
会
計
で
は
、
正
規
職
員
の

来
年
度
の
採
用
予
定
者
の
う
ち
、
水
道
部

で
一
般
職
２
名
を
本
年
10
月
か
ら
前
倒
し

採
用
す
る
こ
と
に
伴
い
、
収
益
的
支
出
を

５
４
２
万
円
増
額
補
正
し
ま
し
た
。（
水

道
会
計
は
賛
成
多
数
で
可
決
）

条

例

○�

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

地
方
公
務
員
の
継
続
的
勤
務
を
促
進
す
る

た
め
、
職
員
が
外
国
で
勤
務
等
を
す
る
配

偶
者
と
生
活
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
配
偶
者
同
行
休
業
に
つ
い
て
、
必

要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
連
す

る
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

○�

私
立
幼
稚
園
在
籍
園
児
保
護
者

補
助
金
交
付
条
例
の
一
部
改
正

　
国
の
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

の
交
付
基
準
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
同
補
助
金
を
補
完
す
る
本
条
例
に
よ

り
補
助
対
象
と
な
る
園
児
の
見
直
し
等
を

行
う
も
の
で
す
。

○�

身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者

医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

　

重
度
の
障
が
い
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る

４
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
し
、
訪
問
看
護

に
係
る
医
療
費
の
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

○�
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金

支
給
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共

済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る

た
め
、
退
職
報
償
金
の
額
の
改
定
を
行
う

も
の
で
す
。

単

行

事

件

○ 

財
産
の
出
資

　
地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
吹
田
市
民
病

院
に
対
し
、
新
病
院
建
設
用
地
等
を
出
資

す
る
も
の
で
す
。　
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

○ 

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
吹
田

市
民
病
院
定
款
の
一
部
変
更

　

地
方
独
立
行
政
法
人
市
立
吹
田
市
民
病

院
の
成
立
後
に
本
市
か
ら
出
資
し
た
財
産

を
定
款
に
記
載
す
る
も
の
で
す
。

契

約

○ 

正
雀
下
水
処
理
場
解
体
撤
去
工
事�

�

（
11
億
４
６
９
２
万
円
）

○ 

岸
部
第
二
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強

一
期
工
事
（
建
築
工
事
）

�
 （

２
億
４
９
９
万
円
）

○ 
西
山
田
小
学
校
校
舎
耐
震
補
強

工
事
（
建
築
工
事
）

�
 （

１
億
４
４
２
４
万
円
）

（
審
査
内
容
の
一
部
は
10
〜
12
面
に
、
議

決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲
載
）

請

願

　
５
月
定
例
会
で
は
、
市
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

採

択

し

た

請

願

○ 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
株
式
会
社
に

よ
る
（
仮
称
）
吹
田
市
山
手
町

１
丁
目
計
画
に
関
し
、
生
活
環
境

の
維
持
に
配
慮
し
た
指
導
を

求
め
る
請
願

　

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
維
持
や
交
通

利
便
性
、
安
全
性
に
十
分
配
慮
し
た
計
画

に
な
る
よ
う
指
導
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

提
供
公
園
の
面
積
を
規
定
の
６
％
と
し
、

１
棟
３
０
０
０
㎡
を
下
回
ら
な
い
よ
う
計

画
を
変
更
さ
せ
、
条
例
ど
お
り
25
％
の
緑

化
面
積
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

採
択
請
願
の
処
理
報
告

　

３
月
定
例
会
で
採
択
し
た
請
願
１
件
に

つ
い
て
、
市
長
か
ら
処
理
結
果
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

○�

古
江
台
幼
稚
園
と
北
千
里
保
育
園

と
の
幼
保
一
体
化
に
関
す
る
請
願

　
幼
保
一
体
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
最
も
重
要
と

考
え
、
対
象
園
で
保
護
者
説
明
会
を
複
数

回
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
説
明
会
を
適
宜

開
催
し
、
保
護
者
の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、

慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
た
い
。　

山本議員

木村議員

梶川議員

　
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
35
年
の
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
山
本
力
議
員
が
、

ま
た
、
15
年
の
永
年
勤
続
議
員
と
し
て
梶
川
文
代
議
員
、
木
村
裕
議
員
が
表
彰

さ
れ
、
こ
の
伝
達
式
を
５
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

永
年
勤
続
議
員
の
表
彰

各
会
派
の
質
問

定
例
会
の
概
要

意

見

書

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会
議
決
結
果

要
望
・
陳
情


